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研究方法：研究対象は、平成 28 度地域連携室実習を終え同意を得た学生 8 名。データ収
集は半構造化面接法。分析は収集したデータを逐語録にし、学生の学びを抽出し意味内容の
類似性からカテゴリー化を図った。本研究は、本大学研究倫理審査委員会の承認を得た。 
結果：地域連携室実習での学生の学びは 3 つのカテゴリー【短時間で患者・家族の思い
を引き出す信頼関係づくり】【患者・家族が望む退院後の生活に向けての支援】【多職種と
効果的に連携した退院支援】であった。 
考察：学生は、地域連携室の看護師は患者の退院後の生活を見据え、園田（2010）のいう
病気のみに焦点をあてるのではなく生命体や生活体の全体に着目し、身体と精神の相互作
用も重視していると学んだ。また、学生は、地域連携室の看護師の患者との関係づくりを通
して患者の可能性を信じ、患者の強みを引き出す関わりを行うためには患者を肯定的に捉
えることが重要であることを再考することができたと考える。 
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